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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 東病棟Ａユニットで使用している鍵が磨耗により使用出来ない状態。本日、新たな鍵に交換しています。

· 東病棟Ｂユニット男性トイレ個室が詰まりにより使用出来ない状態。修理依頼済み。

· スタッフにも下痢症状、発熱が見られるようになっています。病棟内でも下痢症状を訴える患者様が増加している状況であるので、感染拡大を防止する為にも、症状が見られる場合は、早急に病院を受診する等の対応をお願いします。また、基本的な予防対策を確実に実施して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 杉澤　恵子様～明日、2月26日（日）11時から14時まで御家族付き添いでの外出となりま
　　　　　　　す。外出前後の体重の変化に注意し、外出時も食事等の摂り方について本人
　　　　　　　と御家族へ説明を行って下さい。

· 木村　格治様～腰痛時の予測指示は継続。

· 高間木　八男様～下痢時の予測支持は継続。

· 大久保　美津子様～現在、服用中のクラビット（500）1錠及びＰＬ3包は症状改善に伴い、
　　　　　　　　　明日の昼薬にて飲みきり中止となります。

· 高橋　礼子様～4日間、排便が確認出来ておらず、主治医指示にてグリセリン浣腸120ｍｌ施
　　　　　　　行。反応便中等量確認している。

· 中村　清枝様～本人より排便困難の訴えあり。昨日に排便を確認しているが、残便感がある
　　　　　　　との事。腹部症状は無く、日直医報告し、経過観察の指示。

· 田中　正士様～排便困難あり。腹部症状は無く、日直医報告し、経過観察の指示。

· 畑中　成夫様～本人より下痢症状があるとの訴えあり。日直医報告し、経過観察の指示。

· 池野　功一様～下痢症状見られ、日直医へ報告。本日の就床前薬とカマ、漢方薬は服用中止
　　　　　　　と指示受けています。

＜措置入院患者様ケース検討＞

東病棟の措置入院患者様は現在、2名で経過。

· 藤井　崇史様～表情の冴えなさは持続しており、余暇時も無為的に過ごしている事が目立っ
　　　　　　　ています。日課は、促しを要するものの支障無く取り組めてはいます。粗暴
　　　　　　　行為や苛々感も無く、周囲とのトラブルもありません。引き続き、精神症状
　　　　　　　の観察と周囲とのトラブルが無いよう注意して下さい。

· 成田　勝弘様～表面的には苛々感等を表出する事は無く、落ち着いて病棟生活を送る事は出
　　　　　　　来ています。しかし、交流時に他者へ不満を話している事もあり、引き続き、
　　　　　　　注意・観察をしていく必要はあります。引き続き、精神症状の観察と周囲と
　　　　　　　のトラブルが無いよう注意して下さい。

＜事故発生状況の振り返り＞

事故内容：畑中　成夫様にコーヒーを要求され提供した際に、スタッフへコーヒーをかけ熱傷を負わせる。

（経過）

夕食後よりコーヒー要求があり、食後のコーヒーを温かい状態で作り格子側より提供する。不穏

行為を避けられるような体勢で、すぐに退出できるようスタッフオフィス側の扉は開き、半分程

度壁から身体を出すようにし畑中様へ右手で手渡している。右手に持って畑中様に手渡した瞬間、

熱湯のコーヒーを掛けている。右側の頭からコーヒーをかぶる状態でかかった為、避けられず熱

傷を負う形になる。

（経過から）

· 畑中様の様子としては、やや表情の硬さは見られていたが、妄想や幻聴の発言もなく調子についても「まあまあ」と話し、落ち着いている印象はあった。

· 以前より他のスタッフに対して突発的に水掛け行為や粗暴行為があった為、対面時は注意を払っていた。

· 普段から熱いコーヒーでの要求であり、アイスコーヒーの際は指定し要求する為、温かいコーヒーであると考えていた。ぬるいコーヒーとの指定もなかった。

· コーヒーや水をかけてくる事がなく、本人の訴えや相談になっていたこともあり用心はしていたが突発的行動に至る可能性が低いという油断があったのかもしれない。

（今後の対応についての意見）

· 常に突発的行動等の危険を予測し対応していく必要がある。

· 要求等に対応する際は、モニターで畑中様の様子を観察し、少しでも不自然な様子が見られる場合は、時間を置いてから対応、もしくは畑中様に布団に座り待って頂くようにする等、十分に安全な状況を確保してから対応する。

· 対応時は複数のスタッフで対応する。例として、対応するスタッフの他に、モニター観察を行うスタッフを配置。異常時にすぐに対応出来る状況を確保する。

· 畑中様の様子について、情報収集し、安全と判断されたら対応する。危険物等が部屋に無いか等、確認を怠らないようにする。

